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主な災害対策関係法律の類型別整理

内閣府（防災担当）：https://www.jma.go.jp/jma/kishou/intro/gyomu/wxad/kensyu/h29/pdf/2-2-2.pdf

災害対策基本法

･災害
救助法



内閣府（防災担当）：https://www.bousai.go.jp/oyakudachi/pdf/kyuujo_a7.pdf（一部改変）

災害救助法の位置づけ
「災害対策基本法」を中心に、災害類型に応じて各々の個別法によって対応する
仕組みの中で、「災害救助法」は、発災後の応急期における応急救助に対応する
ための法律である。

https://www.bousai.go.jp/oyakudachi/pdf/kyuujo_a7.pdf


防災基本計画の体系

内閣府（防災担当）：https://www.jma.go.jp/jma/kishou/intro/gyomu/wxad/kensyu/h29/pdf/2-2-2.pdf．一部改変．

都道府県防災会議（会長：知事）

市町村防災会議（会長：市町村長）

中央防災会議（会長：内閣総理大臣）



災害対策基本法の一部を改正する法律の概要

内閣府（防災担当）：https://www.bousai.go.jp/taisaku/kihonhou/pdf/r3_01_gaiyou.pdf．



池田和功：災害時保健活動e-learning教材，災害支援の基本「災害に関わる根拠法令・災害時医療体制」，厚生労働科学研究（健康安全・危機管理対策総合研究事業）「市
町村保健師の災害時保健活動遂行能力の向上のための教育教材及びその活用マニュアルの作成と検証」



大規模災害時の体制モデル

https://www.bousai.go.jp/taisaku/hisaisyagyousei/pdf/3kai_1.pdf

被災都道府県に設置された保健医療調整本部において、保健所と連携し、
①保健医療活動チームに対する指揮又は連絡及び派遣調整
②保健医療活動チームと情報連携（様式の統一）
③収集した保健医療活動に係る情報の整理及び分析

を一元的に実施し、保健医療活動を総合調整する体制を整備する



大規模災害時の組織体制（保健医療衛生）

県庁 災害対策本部（保健医療調整本部）

支庁 保健所対策本部

A市災害対策本部
保健衛生部門

Ａ避難所
Ｂ避難所
Ｃ避難所

・

B市災害対策本部
保健衛生部門

C市災害対策本部
保健衛生部門

Ａ避難所
Ｂ避難所
Ｃ避難所
・

Ａ避難所
Ｂ避難所
Ｃ避難所
・
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各段階の避難所支援組織

保健所 災害対策本部 地域災害医療対策会議

参加者：災害医療コーディネーター、日赤、自衛隊、病院、
医師会、歯科医師会、薬剤師会、消防、警察、市町村、
各種支援チーム（DMAT，JMAT，保健師，DPAT，JRAT，栄養チーム等）

市町村 災害対策本部

避難所 避難所運営委員会

防災，福祉，保健，医療，環境等の部局が連携して，避難所対応を行う
さらに、ボランティアなど外部団体を含めた避難所対策会議を実施

避難所運営責任者（避難者の代表），施設管理者、避難所派遣職員等



外部からの支援チーム
種類 活動内容

□DMAT
災害派遣医療チーム

医師，看護師，業務調整員で構成，被災地に迅速に駆けつけ急
性期（概ね48時間以内）に救急医療を行う

□JMAT
日本医師会災害医療チーム

日本医師会が被災地外の都道府県医師会毎にチームを編成し被
災地の医師会からの要請に基づいて派遣を行う

避難所等における医療，健康管理活動を中心として，主に災害
急性期以降を担う

□DPAT
災害派遣精神医療チーム

精神科医師，看護師，業務調整員で構成
精神科医療，精神保健活動・支援を行うための専門的なチーム

□JRAT
日本災害リハビリテーション
支援協会

災害時要援護者，新たな障害者への対応，生活不活発病等の予
防を目的としたリハビリテーション支援を行う

□JDA－DAT
日本栄養士会災害支援チーム

非被災地の都道府県栄養士会が自ら，又は要請を受けて被災地
内の医療・福祉・行政栄養部門と連携して，緊急栄養補給物資
の支援など，状況に応じた栄養・食生活支援活動を行う

□DWAT
災害派遣福祉チーム

介護福祉士，社会福祉士、ケアマネジャー等で編成

避難行動や避難所の立ち上げ，生活支援，慢性期以降には地域
生活移行・定着や生活再建支援を行う

□DHEAT
災害時健康危機管理支援チーム

保健所等の行政職員によって構成されたチーム

被災自治体の保健医療調整本部及び保健所の指揮調整機能の応
援を行う



災害時保健医療ニーズと活動の継時変化

厚生労働省健康局健康課地域保健室：災害時健康危機管理支援チームについて
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10901000-Kenkoukyoku-Soumuka/0000131931.pdf



災害急性期の保健業務
□ 対策本部の立ち上げ

□ 職員の安否確認，職員の緊急招集

□ 施設の被災状況（ライフライン，倒壊等）把握

□ 連携体制の構築（通信機器の確保，関係機関への連絡）

□ 災害に関する情報収集

□ 医療機関の以外状況の把握

・市町村内の医療機関等の被災状況（ライフライン，倒壊，受け入れ患者状況など）の把握

・EMIS（広域災害・救急医療情報システム）での病院被災状況閲覧（可能であれば）

□ 避難所状況の把握

・避難所設置場所・数の把握等の初期評価

□ ニーズの把握と支援調整

・収集された上記情報の分析とニーズ把握

・ニーズ対応のための関係機関との調整

□ 支援組織，チームの保健所への応援要請及び活動調整

・DHEAT，保健師チームの要請及び活動調整

・医療救護班（地元医師会，DMAT，JMAT，日赤など）の要請及び活動調整

・保健医療支援組織（DPAT，JRAT，栄養士会等）の要請及び活動調整
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CSCA－TTT CSCA－HHHH

DMATの合言葉 保健衛生の合い言葉

組織体制（ＣＳＣＡ）

• Command and Control

• Safety

• Communication

• Assessment

業務内容（ＴＴＴ）

• Triage(トリアージ）

• Treatment(治療)

• Transport(搬送)

組織体制（ＣＳＣＡ）

• Command and Control

• Safety

• Communication

• Assessment

業務内容（ＨＨＨＨ）

• Help

保健医療行政によるマネジメントの補佐的支援

• Hub for Cooperation＆Coordination

多様な官民資源の‘’連携・協力''のハブ機能

• Health care system

急性期～亜急性期～復旧期までの切れ目のない

医療提供体制の構築

• Health & Hygiene

避難所等における保健予防活動と生活環境衛生

の確保による二次健康被害の防止

2015年度厚労科研 広域大規模
災害における地域保健支援・受
援体制構築に関する研究総括研
究において英国ALSGのMIMMS

の内容を一部改変
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災害対応は平時から組織・団体が協力
することが成功につながる

□保健所との連携

・平時の通常業務から保健所と連携する

・保健所が主催する災害研修・訓練に積極的

に参加して災害に備える

□市町村内での連携

平時から福祉部局，防災部局と一緒に災害

対応の準備をする
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